
小川|周辺(阿武隈山地南部)での森林GISデータの整備

新山馨 ・柏瀬弘之(森林総研・群落動態)

研究対象としている茨城県北茨城市関本町小川周辺の約 10km四方で、 GISデー

タの整備を行っている。Arcviewおよび Mipsで森林施業図の地図情報を取り込み、そ

れに森林簿の林分情報をテーブルとしてリンクさせる作業を行っている。これまでに

地図情報の入力は終了し森林簿の林分情報をテーブルとしてリ ンク させる作業も完成

が近い。さらに明治以降の古い国土地理院の地図情報を重ね合わせ、森林形態や土地

利用の変遷を明らかにする予定である。

林分特性と植物多様性の関係

新山馨・田中浩 ・柴田銃江(森林総研 ・群落動態)

昆虫など多くの生物群の多様性の基礎となる植物の多様性と林分特性(施業、林齢、

サイズ構造など)の関係を明らかにするため、北茨城市小川周辺で、毎木調査および

植生調査を行った。本格的な調査の前段階として、調査方法(試験地のデザインや測

定項目)の検討と大まかな解析方法の検討を行った。伐採直後の林分から 100年を越

える古い林分まで、をカバーするため、 10m幅のライントランセクトを 100m設置す

ることを目指して各林分を調査した。胸高直径 5cm以上の樹木については全て胸高

周囲長を測定した。胸高直径 5cm以下で樹高 2m以上のものは最初の 10m x 10 m 方

形区でのみ全数調査し、残りの方形区では種名のみリストアップした。林床植生は 5

m毎に 1m x 1 mの方形区で、優占度の記載を行った。残念ながら、まだ調査林分数が

17林分と少なく、林齢を十分にカバーしたデータセットにはなっていない。この限ら

れたデータの解析結果では、種組成から 4つの林分グループが認識された。ひとつは

スギ人工林グ、ループで、残りは若い広葉樹二次林と二つの古い二次林のグ、ノレープであ

った。若い広葉樹二次林のグ、ループには若いスギ人工林も 1林分含まれた。これはス

ギは植裁されていても、若い林分では植物の種組成が広葉樹二次林似通っていること

を示している。林齢やサイズ構造の変化に伴い、植物の種多様性は変化するが、ササ

の存在や歴史的に大きなトチノキのみを残した林分など、林齢やサイズ以外の別な要

因が大きく働く林分もあり、現時点では林分特性と植物多様性の聞に明確な関係は見

いだせていない。林齢に伴う種の入れ替わりを考えると、植物の生活型(高木、亜高

木、低木、ツルなど)や、散布様式(風散布、動物散布、重力散布など)を組み合わ

せた多様性の評価が今後は必要である。
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